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蛇と日本文化
Snake and Japanese Culture 
劉克華
Ke-hua Liu 
Abstract: Since the appearance of humanity， there has been the contact between humanity and snake 
The snake has the certain influence on the various countries cultures. In Japan， this kind of contact can 
be found as early as in the Jomon period. Ever since that period， Japanese have treated the snake as a 
kind of god in their beliefs. The influences of snake on Japanese culture are discussed in this paper using 
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のである。そ¢子孫は社を立てて祭礼をし、現在に至るまで続い である。
てしも。( 佐藤健一郎 『十二支の民俗官Jより ) 
蒲葵その幹がよ神の男根、つまり神蛇に見立てられたために、
生まれてきた蛇を見て神であろうとすぐ考えられることは、蛇 その葉にも同じ呪力があると信じられた。(吉野裕子円闘
























































































82 愛知工業大学研究報告，第40号A、平成 17年、 Vol，40-A，Mar， 2005 
足のなし、蛇は竹に登ったが、たくさんの足がある百足は転んでし だいた。ここに先生のご指黒ご西国憲に対し、心から謝意を表
まった。何かをするときに気を配らないと、失敗しちゃうとし¥う したし、
意味である。
「蛇の曲がり根性J
生れ付きのものを直すことが難しいと言う意味である。
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